
機器接続マニュアル

機器接続マニュアルに関する注意事項
本書を正しくご使用いただくために、ご使用前に必ず｢マニュアルPDFをダウンロー
ドする前に｣をお読みいただき、｢はじめに(商標権などについて、対応機種一覧、マ
ニュアルの読み方、表記のルール)｣マニュアルをダウンロードしてください。
ダウンロードされたマニュアルは、必ずご利用になる場所のお手元に保管し、いつ
でもご覧いただけるようにしておいてください。
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10.2 CC-Linkリモートデバイス局

　三菱電機(株)製PLCとGPを接続する場合のシステム構成を示します。

■■■■■Aシリーズ/QnAシリーズ（リンクI/F使用）

*1 マスタ局に対しての接続台数は下記の条件があります。

(1)｛(1× a)＋(2× b)＋(3× c)+(4× d)｝≦64

a:1局占有ユニットの台数

b:2局占有ユニットの台数

c:3局占有ユニットの台数

d:4局占有ユニットの台数

(2)｛(16× A)＋(54× B)＋(88× C)｝≦2304

A:リモートI/O局の台数≦64台

B:リモートデバイス局の台数≦42台

C:ローカル局の台数≦26台

＜GPの最大接続数＞

GPはリモートデバイス局になります。また、最小占有局数は2局となります。

従って、マスタ局1台にGPだけを接続した場合は最大32台の接続が可能です。

・ マスタ局のシステム構成の詳細に関しては、三菱電機(株)製

「AJ61BT11/A1SJ61BT11形CC-Linkシステムマスタ・ローカル

ユニットユーザーズマニュアル( 詳細編) 」もしくは、

「AJ61QBT11/A1SJ61QBT11形CC-Linkシステムマスタ・ローカ

ルユニットユーザーズマニュアル(詳細編)」 の「システム構

成」の章をご参照ください。

・ CC-Linkリモートデバイス局対応GP/GLCシリーズにつきまし

ては、参照→参照→参照→参照→参照→本マニュアル10.1 接続可能なPLC一覧を参照

してください。

10.2 リモートデバイス局

10.2.1 システム構成　

CPU リンク 結線図 使用可能ケーブル ユニット GP/GLC

A2A 倉茂電工（株）製 CC-Linkユニット

A3A AJ61BT11 型式: 型式：GP070-CL11

A3N FANC-SB0.5mm2×3

A2U-S1 RS-485

A2US A1SJ61BT11 (次頁参照) ツイストペア

A2USH-S1

Q3A AJ61QBT11 シールドケーブル

Q4A

GP/GLCシリーズ*1
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＜結線図1＞RS-485
G PG PG PG PG P 側側側側側 PLCPLCPLCPLCPLC 側側側側側

DA
DB
DG
SLD
FG

DA
DB
DG
SLD
FG

DA
DB
DG
SLD
FG

接地 接地 接地

終端抵抗

110Ω 1/2W

終端抵抗

110Ω 1/2W

リモートデバイス局
ユニット

シールド付
ツイストペアケーブル

マスタユニット

シールド付
ツイストペアケーブル

・ 両端のユニットには必ず ”終端抵抗  ”を接続してください。

DA-DB間に接続してください。終端抵抗はPLCのCC-Linkユニット

に添付されています。

・ GPはリモートデバイス局になります。

・ 接続順は局番には関係ありません。

・ T字分岐接続、スター接続はできません。

マスタユニット(PLC側)とリモートユニット(GP側)のツイストペアケーブルでの接続方法を下

記に示します。

10.2.2 結線図　

リモートデバイス局
ユニット
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10.2 CC-Linkリモートデバイス局

（株）デジタルが推奨するPLC側の通信設定と、それに対応するGP側の通信設定を示します。

■■■■■Aシリーズ/Qシリーズ

*4

① 「動作環境」を選択します。

② 「動作環境の設定」を選択します。

*1 ラダーの設定の詳細に関しては、三菱電機(株)製「AJ61BT11/A1SJ61BT11形CC-Linkシステム
マスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル(詳細編)」もしくは、「AJ61QBT11形CC-Link
システムマスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル(詳細編)」の「パラメータ設定」の章
をご参照ください。

*2 マスタ局自身の局番は必ず”0”に設定してださい。(マスタ局ユニットの局番設定スイッチは
ロータリスイッチにて設定)

*3 GP側の設定のみで切り替え可能です。ただし、ラダーにて設定(イニシャル設定コマンドを
使用)した場合は、ラダーでの設定が優先されます。

10.2.3 環境設定例　

伝送速度 10M、5M、2.5M、625K、156K 伝送速度設定 ロータリスイッチにて設定

占有局数 2～4 占有局数 ラダーにて局情報の占有局数の設定*1

局番 1～63 局番 ラダーにて局情報の局番設定*1,*2

局タイプ リモートデバイス局(固定) 局タイプ ラダーにて局情報の局タイプ設定*1

モニタ方法 通常モニタ、専用モニタ モニタ方法 ラダーにて設定可能*3

環境設定 GP画面で設定を行います。
(*4より説明)

　　　　　　　　GPの設定 　　　　PLC側(CC-Linkユニット側)の設定
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■「動作環境の設定」を選択した場合■「動作環境の設定」を選択した場合■「動作環境の設定」を選択した場合■「動作環境の設定」を選択した場合■「動作環境の設定」を選択した場合

「占有局数」/「局番」/「モニタ方法」を設定します。

■「通信設定」を選択した場合■「通信設定」を選択した場合■「通信設定」を選択した場合■「通信設定」を選択した場合■「通信設定」を選択した場合

「LSエリア先頭アドレス」/「伝送速度」を設定します。

③ 「通信設定」を選択します。

占有局数占有局数占有局数占有局数占有局数・・・・占有局数は2,3,4局を設定することができます。

局番局番局番局番局番 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1～63の局番を設定することができます。ただし、3局占有した場合は最大62局、4局

占有した場合は最大61局になります。

モニタ方法モニタ方法モニタ方法モニタ方法モニタ方法・・・通常モニタと専用コマンドモニタの2つの方法があります。

L SL SL SL SL Sエリア先頭アドレス・・エリア先頭アドレス・・エリア先頭アドレス・・エリア先頭アドレス・・エリア先頭アドレス・・リモート入出力及びリモートデバイスエリアをG Pのシステムエリアに割

り付けるための先頭アドレス(20～1980)です。また、割り付けられたエ

リアをこれ以降は”リンクエリア”と呼びます。
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10.2 CC-Linkリモートデバイス局

CC-Linkを使用すると、GPをリモートデバイス局としてCC-Link対応PLCをダイレクトに接続

する事ができます。

モニタ方法には通常モニタと専用コマンドモニタの2種類があります。

接続したGPのシステムエリアそれぞれに対して、マスタ局のデバイスが割り当て(リンクエリ

ア)られます。

マスタ局の
デバイス

リモート
ビット
デバイス

システム
データエリア
RX
RY
ユーザエリア

リモート
ワード
デバイス

RWr
RWw
ユーザエリア

ユーザエリア

用

用

マスタ局マスタ局マスタ局マスタ局マスタ局 GPG PG PG PG P側側側側側

特殊リレー/
特殊リレー領域

アクセス不可

アクセス不可

GP の
システムエリア

・ 通常モニタ方法では、システムデータエリア及び特殊リレー領

域はアクセスできません。

10.2.4.1　モニタ概要　

■通常モニタ

10.2.4 モニタ仕様　

リンクエリア
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◆間接的にアクセスとは

リモートワードデバイスのデータをCC-Linkの専用コマンド(書込み用コマンド/読出し用コマ

ンド)を使ってGPのシステムエリアに展開(格納)する事です。

参照→ 10.2.4.3　専用コマンドモニタ

・ システムデータエリアの内容はメモリリンクタイプになります。

・ 専用コマンドモニタ使用時は、RX,RY、RWw、RWr用ユーザエリ

アは書込み不可になります。

・ GPの特殊リレー領域はアクセス不可です。

マスタ局の
デバイス

GPの
システムエリア

マスタ局マスタ局マスタ局マスタ局マスタ局 GPG PG PG PG P側側側側側

リモート
ビット
デバイス

リモート
ワード
デバイス

システム
データエリア

RX
RY
RWr
RWw

ユーザエリア

用
ユーザ
エリア

特殊リレー

専用コマンド使用
アクセス不可

■専用コマンドモニタ
・　リモートビットデバイスは、通常モニタと同様にユーザエリアのビットデバイスと直接ア

クセスする事ができます。

・リモートワードデバイスは、そのデバイスにコマンドをセットする事により間接的にGPの

ユーザエリア及びシステムエリアにアクセスする事ができます。
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10.2 CC-Linkリモートデバイス局

占有局数 ２局 ３局 ４局
ｎ 3 5 7

・ ｍ、ｎについて

ｍ：（局番号－１）×２Ｈ

ｎ：　右表の通り

リンク入力 信号名称
ＲＸｍ0 ユーザ領域
ＲＸｍ1
ＲＸｍ2 下記占有局数に依存される

ＲＸｍ3 ２局：４８点
ＲＸｍ4 ３局：８０点
ＲＸｍ5 ４局：１１２点
ＲＸｍ6
ＲＸｍ7
ＲＸｍ8
ＲＸｍ9
ＲＸｍA
ＲＸｍB
ＲＸｍC
ＲＸｍD
ＲＸｍE
ＲＸｍF
～
ＲＸ（ｍ＋ｎ）0 表示器完了フラグ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）1 システム領域リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）2
ＲＸ（ｍ＋ｎ）3
ＲＸ（ｍ＋ｎ）4 リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）5 タッチＯN完了フラグ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）6 リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）7 ﾀｸﾞｺｰﾄﾞ読出要求フラグ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）8 リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）9 イニシャルデータ設定

完了フラグ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）A エラー状態フラグ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）B リモートＲＥＡＤＹ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）C リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）D リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）E リザーブ
ＲＸ（ｍ＋ｎ）F リザーブ

リンク出力 信号名称
ＲＹｍ0 ユーザ領域
ＲＹｍ1
ＲＹｍ2 下記占有局数に依存される

ＲＹｍ3 ２局：４８点
ＲＹｍ4 ３局：８０点
ＲＹｍ5 ４局：１１２点
ＲＹｍ6
ＲＹｍ7
ＲＹｍ8
ＲＹｍ9
ＲＹｍA
ＲＹｍB
ＲＹｍC
ＲＹｍD
ＲＹｍE
ＲＹｍF
～
ＲＹ（ｍ＋ｎ）0 表示器要求フラグ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）1 表示器モニタ要求フラ

グ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）2 表示器常時書き込み要

求フラグ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）3 システム領域リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）4
ＲＹ（ｍ＋ｎ）5
ＲＹ（ｍ＋ｎ）6
ＲＹ（ｍ＋ｎ）7
ＲＹ（ｍ＋ｎ）8 リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）9 イニシャルデータ設定

要求フラグ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）A エラーリセット要求フ

ラグ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）B リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）C リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）D リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）E リザーブ
ＲＹ（ｍ＋ｎ）F リザーブ

◆◆◆◆◆GP→マスタ局 ◆◆◆◆◆マスタ局→GP

■GP入出力定義
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リンク入力 信号名称 内容
ＲＸ（ｍ＋ｎ）０ 表示器完了フラグ *1 表示器要求フラグ（ＲＹ（ｍ＋

ｎ）０）がONになった場合に、Ｇ
Ｐの処理完了にてONする。またＧ
Ｐにて表示器要求フラグがOFFする
と表示器完了フラグもOFFする。

ＲＸ（ｍ＋ｎ）５ タッチON完了フラグ ＧＰのシステムデータエリア13に
値が書きこまれると、Rx(m+n)5が
ONする。ＰＬＣが連続ﾘｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞを
用いてシステムデータエリア１３
の内容をリードするとOFFする。

ＲＸ（ｍ＋ｎ）７ タグコード読み出し要求フラグ ＲＸ(m+n)5と同じ。
ＲＸ（ｍ＋ｎ）９ イニシャルデータ設定完了フラグ *1 イニシャルデータ設定要求（ＲＹ

（ｍ＋ｎ）９）がONになった場
合、イニシャルデータ設定完了後
ONする。またイニシャルデータ設
定完了時、イニシャルデータ設定
要求フラグがOFFするとイニシャル
データ設定完了フラグもOFFする。

ＲＸ（ｍ＋ｎ）Ａ エラー状態フラグ ＧＰのシステムエリアを使用時の
コマンドエラー発生時にONする。

ＲＸ（ｍ＋ｎ）Ｂ リモートREADY ＧＰがオンラインへ移行し、デー
タリンクが正常に完了時にＯＮす
る。またＧＰがOFFライン中及び、
イニシャルデータ設定中はOFFす
る。

リンク出力 信号名称 内容
ＲＹ（ｍ＋ｎ）０ 表示器要求フラグ *1 ＧＰのシステムエリアにＲ／Ｗを

実行するときにONする。
ＲＹ（ｍ＋ｎ）１ 表示器モニタ要求フラグ  *1 ＲＷｒｎの領域にモニタ登録した

ＧＰのシステムエリアを読み出し
時ONする。

ＲＹ（ｍ＋ｎ）２ 表示器常時書き込み要求フラグ *1 ＲＷｗｍの領域に書き込んだデー
タを常時書き込み登録したＧＰの
システムエリアへ書き込み時ONす
る。

ＲＹ（ｍ＋ｎ）9 イニシャルデータ設定要求フラグ *1 このフラグをONすることにより、
イニシャル処理が行われる。

ＲＹ（ｍ＋ｎ）Ａ エラーリセット要求フラグ エラーリセット要求フラグをONす
ると、エラー状態フラグＲＸ（ｍ
＋ｎ）AをOFFする。

*1 専用コマンドモニタ時のみ必要。通常モニタ時は、必要なし。

◆◆◆◆◆GP→マスタ局

◆◆◆◆◆マスタ局→GP

■ GP入出力定義の詳細
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◆◆◆◆◆表示器完了フラグ、表示器要求フラグ

表示器要求フラグがONになった場合に、コマンド処理完了にて表示器完了フラグがONする。

表示器要求フラグがOFFすると表示器完了フラグもOFFする。（表示器要求フラグは､表示器完了

フラグがONした後､ラダーでOFFにしてください。）

◆◆◆◆◆エラー状態フラグ、エラーリセット要求フラグ

専用コマンドモニタのコマンド実行時にエラーが発生した場合は、エラー状態フラグがONし、

エラーリセット要求フラグをONすることによりエラー状態フラグがOFFします。

◆◆◆◆◆イニシャルデータ設定完了フラグ、イニシャルデータ設定要求フラグ

イニシャルデータ設定要求フラグがONになった場合に、イニシャル処理完了にてイニシャルデー

タ設定完了をONする。イニシャルデータ設定要求フラグがOFFするとイニシャルデータ設定完了

フラグもOFFする。（イニシャルデータ設定要求フラグは､イニシャルデータ設定完了フラグがONし

た後､ラダーでOFFにしてください。）

各入出力信号の機能について下記に示します。

■GP入出力信号のタイムチャート

RX(m+n)0

表示器完了フラグ

RY(m+n)0

表示器要求フラグ

R/Wコマンド

ON

OFF

ON

OFF

RY(m+n)9
イニシャルデータ
設定要求フラグ

イニシャル設定
コマンド

RX(m+n)9
イニシャルデータ
設定完了フラグ

ON

ON

OFF

OFF

RX(m+n)A
エラー状態フラグ

RY(m+n)A
エラーリセット
要求フラグ

ON

ON
OFF

OFF
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表示器常時書き込みフラグがONになっている間に、常時書き込み登録したGPのシステムエリ

アにデータを書き込みます。

◆◆◆◆◆     リモート-READY

GPの OSが立ち上がりオンライン動作中、リモート-READY：RX(m+n)Bは ONします。

◆◆◆◆◆表示器モニタ要求フラグ

表示器モニタ要求フラグがONになっている間に、モニタ登録したGPのシステムエリアのデー

タを読み出します。

◆◆◆◆◆表示器常時書込み要求フラグ

パワーON

オンライン
(オペレータ操作)

MFP3チップ

RY(m+n)9
(シーケンスプログ
ラム)(イニシャル
データ設定要求フ
ラグ)

内部処理

ON

RX(m+n)B
(GPがREADY)

RX(m+n)9
(イニシャルデータ
設定完了)

ON

ON

RY(m+n)1
表示器モニタ要求
フラグ

処理

RY(m+n)2
表示器常時書込み
要求フラグ

処理
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ＧＰのタッチによりシステムエリアに格納されたタグコードを、マスタ局に転送する機能です。

ＧＰのタッチタグ等を使って絶対書き込みでＧＰのシステムデータエリアの１３(１０進）に

データを書き込むと、ＲＸ（ｍ＋ｎ）５（タッチＯＮ完了フラグ）がＯＮします。

ＲＸ（ｍ＋ｎ）５がＯＮすると、同時にＲＸ(ｍ＋ｎ)７（タグコード読出要求フラグ）もONし

ます。

マスタ局がシステムデータエリアの１３に対して連続リード要求を行うと、ＧＰはリードが終

わる前にＲＸ（ｍ＋ｎ）５をＯＦＦします。この時、ＲＸ（ｍ＋ｎ）５がＯＦＦになる場合に

は同時にＲＸ（ｍ＋ｎ）７をＯＦＦします。

これにより、タッチで指定された値（下位８ビットの割り込みコード）がマスタ局に送信され

ます。

■■■■■タグコードのマスタ局への送信について

◆ 入出力信号詳細

GPタッチ発生

RX(m+n)5
(タッチON完了フラグ)

RX(m+n)7
(タグコード読出要求フラグ)

RWwm(H)
(2:連続リード)実行

ON
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局番号 ｍ ｎ
1 0 100
2 4 104
3 8 108
～ ～ ～

・ ｍ、ｎについて

以下の表のようにリモートレジスタでは4h単位で求められる。

・ 通常モニタではマスタ局のRWwへ書込みされた値は、ユーザエ

リア内のリンクエリアのRWw(+36～+51)へ反映され、ユーザエ

リア内のリンクエリアのRWr(+20～+35)の値が常時マスタ局の

RWr へ反映されます。参照→参照→参照→参照→参照→　　　　　10.2.7 占有局

アドレス 内容
ＲＷｗｍ
ＲＷｗｍ+1
ＲＷｗｍ+2
ＲＷｗｍ+3
ＲＷｗｍ+4 ２局占有の場合８点
ＲＷｗｍ+5
ＲＷｗｍ+6
ＲＷｗｍ+7
ＲＷｗｍ+8
ＲＷｗｍ+9
ＲＷｗｍ+A 3局占有の場合12点
ＲＷｗｍ+B
ＲＷｗｍ+C
ＲＷｗｍ+D
ＲＷｗｍ+E ４局占有の場合16点
ＲＷｗｍ+F

アドレス 内容
ＲＷrn
ＲＷrn+1
ＲＷrn+2
ＲＷrn+3
ＲＷrn+4 ２局占有の場合８点
ＲＷrn+5
ＲＷrn+6
ＲＷrn+7
ＲＷrn+8
ＲＷrn+9
ＲＷrn+A 3局占有の場合12点
ＲＷrn+B
ＲＷrn+C
ＲＷrn+D ４局占有の場合16点
ＲＷrn+E
ＲＷrn+F

◆◆◆◆◆GP→マスタ局◆◆◆◆◆マスタ局→GP

■通常モニタ使用時のGPレジスタ定義

■通常モニタ方法によるモニタ時シーケンスプログラム例

＜シーケンスプログラム例＞

 Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）

―｜｜――――――――――――――――――――――――――――――[ Ｍ１２０]―

 Ｍ１２０

―｜｜――――――――――――――――――[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ８]―

｜ （Ｄ１１９から書き込みデータ８ワードを設定）

――――――[ ＦＲＯＭ Ｈ０ Ｈ２Ｅ０ Ｄ２１９ Ｋ８]―

（ Ｄ２１９へ読み込みデータ８ワードを読み込む）

10.2.4.2　通常モニタ
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PLC(シーケンサ)

CPU マスタ局のバッファメモリ GP(システムエリア)

以下の図は､PLC(シーケンサ)CPU、マスタ局のバッファメモリ、GP(システムエリア)の関係を

示しています｡

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄ入力(ＲＸ) ﾘﾓｰﾄ入力(ＲＸ)
E0 H RX00～RX0F RX00～RX0F
E1 H RX10～RX1F RX10～RX1F
E2 H RX20～RX2F RX20～RX2F
E3 H RX30～RX3F RX30～RX3F

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄ出力(ＲＹ) ﾘﾓｰﾄ出力(ＲＹ)
160 H RY00～RY0F RY00～RY0F
161 H RY10～RY1F RY10～RY1F
162 H RY20～RY2F RY20～RY2F
163 H RY30～RY3F RY30～RY3F

D119 ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWw) ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWw)
D120 1E0 H RWw0 RWw0
D121 1E1 H RWw1 RWw1
D122 1E2 H RWw2 RWw2
D123 1E3 H RWw3 RWw3
D124 1E4 H RWw4 RWw4
D125 1E5 H RWw5 RWw5
D126 1E6 H RWw6 RWw6

1E7 H RWw7 RWw7

D219 ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWr) ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWr)
D220 2E0 H RWr0 RWr0
D221 2E1 H RWr1 RWr1
D222 2E2 H RWr2 RWr2
D223 2E3 H RWr3 RWr3
D224 2E4 H RWr4 RWr4
D225 2E5 H RWr5 RWr5
D226 2E6 H RWr6 RWr6

2E7 H RWr7 RWr7

◆通常モニタによる表示時シーケンサプログラム例

上記は、CPUの D119～ D126のデータをRWw0～ RWw7に転送する例と、RWr0～ RWr7のデータ

をD219～ D226に転送する例です。
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10.2.4.3　専用コマンドモニタ　

局番号 ｍ ｎ
1 0 100
2 4 104
3 8 108
～ ～ ～

・ ｍ、ｎについて

以下の表のようにリモートレジスタでは4h単位で求められる。

◆◆◆◆◆GP→マスタ局◆◆◆◆◆マスタ局→G P

*1　エラー発生時にのみ､エラーコードがセットされます。

参照→10.2.6 エラーコード一覧

■専用コマンドモニタ使用時のGPレジスタ定義

アドレス 内容
ＲＷｗｍ コマンド
ＲＷｗｍ+1
ＲＷｗｍ+2
ＲＷｗｍ+3
ＲＷｗｍ+4
ＲＷｗｍ+5
ＲＷｗｍ+6
ＲＷｗｍ+7
ＲＷｗｍ+8 3局占有の場合12点
ＲＷｗｍ+9
ＲＷｗｍ+A
ＲＷｗｍ+B
ＲＷｗｍ+C ４局占有の場合16点
ＲＷｗｍ+D
ＲＷｗｍ+E
ＲＷｗｍ+F

各コマンドによる

（各コマンドの詳細

参照）２局占有の場

合８点

各コマンドによる

（各コマンドの詳細

参照）２局占有の場

合８点

アドレス 内容
ＲＷrn レスポンス　*1
ＲＷrn+1
ＲＷrn+2
ＲＷrn+3
ＲＷrn+4
ＲＷrn+5
ＲＷrn+6
ＲＷrn+7
ＲＷrn+8 3局占有の場合12点
ＲＷrn+9
ＲＷrn+A
ＲＷrn+B
ＲＷrn+8 ４局占有の場合16点
ＲＷrn+D
ＲＷrn+E
ＲＷrn+F
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以下の図は､PLC(シーケンサ)CPU、マスタ局のバッファメモリ、GP[システムエリア]の関係を

示しています｡

上記はCPUのD119を先頭としてコマンドを格納し、D219を先頭として読み出しデータを格納

した例です。

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄ入力(ＲＸ) ﾘﾓｰﾄ入力(ＲＸ)
E0 H RX00～RX0F RX00～RX0F
E1 H RX10～RX1F RX10～RX1F
E2 H RX20～RX2F RX20～RX2F
E3 H RX30～RX3F RX30～RX3F

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄ出力(ＲＹ) ﾘﾓｰﾄ出力(ＲＹ)
160 H RY00～RY0F RY00～RY0F
161 H RY10～RY1F RY10～RY1F
162 H RY20～RY2F RY20～RY2F
163 H RY30～RY3F RY30～RY3F

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWw)
D119 1E0 H RWw0
D120 1E1 H RWw1
D121 1E2 H RWw2 システムエリア
D122 1E3 H RWw3 0
D123 1E4 H RWw4 1
D124 1E5 H RWw5 2
D125 1E6 H RWw6 3
D126 1E7 H RWw7

ｱﾄﾞﾚｽ ﾘﾓｰﾄﾚｼﾞｽﾀ(RWr)
D219 2E0 H RWr0 2028
D220 2E1 H RWr1 2029
D221 2E2 H RWr2 2030
D222 2E3 H RWr3 2031
D223 2E4 H RWr4
D224 2E5 H RWr5
D225 2E6 H RWr6
D226 2E7 H RWr7

PLC(シーケンサ)

CPU マスタ局のバッファメモリ GP[システムエリア]

■各コマンドの詳細
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ｺﾏﾝﾄﾞ№ 名称 内容
1 イニシャル設定コマンド 動作モード切り替え

2
連続リードコマンド ＧＰのシステムエリアの指定アドレスからワー

ド点数分データを読み出す

3
ランダムリードコマンド ＧＰのシステムエリアの複数アドレスからデー

タを読み出す

4
連続ライトコマンド ＧＰのシステムエリアの指定アドレスへワード

点数分データを書き込む

5
ランダムライトコマンド ＧＰのシステムエリアの複数アドレスへデータ

を書き込む

6
モニタ登録コマンド モニタしたいＧＰのシステムエリアの複数アド

レスを登録する

8
常時書き込み登録コマンド 書き込みしたい複数のＧＰのシステムエリアの

アドレスを登録する

■コマンド一覧

◆◆◆◆◆イニシャル設定コマンド

アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） １：イニシャル設定
ＲＷｗｍ（Ｌ） １：専用コマンドモニタモードで動作する

２：通常モニタモードで動作する
ＲＷｗｍ＋１～ＲＷｗｍ＋Ｆ 使用不可
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

・ イニシャル設定コマンド(通常モニタor専用コマンドモニタ)は

GPのオフラインの設定でも可能です。ただし、ラダーで設定し

た場合はラダーの設定が優先になります。ラダーの設定がなけ

ればオフラインの設定が有効になります。

＜シーケンスプログラム例＞（イニシャル設定コマンドを使って、専用コマンドモニタモードで動作させる例）

―[ ＜＞ｋ１ Ｄ１０００]――――――――――――――[ ＭＯＶ  Ｈ１０１ Ｄ１１９]―
　　　　　｜イニシャル設定コマンド（Ｈ側）と専用コマンドモード（Ｌ側）設定）

                             ―――――――――[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ１]―
　|（上記設定内容を決められたバッファアドレスに格納）

                             ------------------[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｈ２００ Ｋ１]―
（イニシャルデータ設定要求フラグをＯＮ）

Ｍ９０３６（常時ON）
―｜｜――――――――――――――― [  ＦＲＯＭ Ｈ０ ＨＥ３ Ｄ１０００ Ｋ１ ]―
      ｜ （イニシャルデータ設定完了フラグをＤ１０００に格納）
       ―――――――――――――――――[ ＳＦＲ Ｄ１０００ Ｋ９]―

（右へ９ビットシフト）

 －［＝ｋ１ Ｄ１０００］―   他のコマンドを実行するためのラダープログラム

各コマンドの詳細、およびシーケンスプログラムの例を以下に示します。各シーケンスプログラ

ム例はGPの局番を1、占有局数を2に設定した場合の例です。
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ２：連続リード
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～１４：ワード点数（４局占有max１４点、３局占有max１

０点、２局占有max６点）
ＲＷｗｍ＋１ ０～２０３１：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｗｍ＋２～ＲＷｗｍ＋Ｆ 使用不可
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｄ ＧＰのシステムエリアの指定アドレスからワード点数分読み出

したデータ
ＲＷｒｎ＋Ｅ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

◆◆◆◆◆連続リードコマンド

＜シーケンスプログラム例＞
　・ＧＰの内部メモリのアドレス０から６ワード分の内容を連続リードする。

  Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）
―｜｜――――――――――――――――――――――――――――［ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

  Ｍ１１０
―｜｜―――――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ５１８ Ｄ１１９］―

｜ （２：連続リード（Ｈ側）と６：点数（Ｌ側）を設定）
             ――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ０ Ｄ１２０］―

｜ （ＧＰの内部メモリのアドレス「０」を設定）
             ―――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ２］

｜ （上記内容をバッファに格納）
             ――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―

｜
             ―――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］

｜ （表示器要求フラグをＯＮ）
              ------------------------------[ ＦＲＯＭ Ｈ０ Ｈ２Ｅ０ Ｄ２２９ Ｋ６]―

  （連続リードした値をデバイスＤ２２９に格納）

<<GPの TタグがタッチされたことをPLCに通知し、更に連続リードコマンドを利用して
　　タッチされた値をマスタ局がリードする方法>>

＜LS13を利用する場合のシーケンスプログラム例＞（括弧内の数字はＬＳ１０を利用する場合）
   Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）
―｜｜―――――――――――――――――――――――――[ ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

 Ｍ９０３６（常時ＯＮ）
―｜｜―――――――――――――［ ＦＲＯＭ Ｈ０ ＨＥ３ Ｄ１０００ Ｋ１ ］―
             ｜ （Ｄ１０００にバッファの内容を格納）
              ―――――――――――――――――[ ＳＦＲ Ｄ１０００ Ｋ５]―

（右へ５ビットシフト）          （Ｋ６）（Ｋ６）（Ｋ６）（Ｋ６）（Ｋ６）
―[ ＝ Ｈ４５ Ｄ１０００ ]――――――――――[ ＭＯＶ Ｋ５１８ Ｄ１１９]―
         （Ｈ２３）（Ｈ２３）（Ｈ２３）（Ｈ２３）（Ｈ２３） ｜ （連続リード６ワードを設定）
(タッチＯＮ完了フラグ) ――――――[ ＭＯＶ Ｋ１３ Ｄ１２０]―

｜                               （Ｋ１０）（Ｋ１０）（Ｋ１０）（Ｋ１０）（Ｋ１０）（ＧＰ内部ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ１３を設定）
―――――[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ２]―
｜ （上記内容をバッファに格納）
――――――[ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９]―
｜
―――――[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１]―

（表示器要求フラグＯＮ）
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ３：ランダムリード
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～１４：ワード点数（４局占有max１４点、３局占有max１０点、２

局占有max６点）
ＲＷｗｍ＋１～ＲＷｗｍ＋Ｆ ０～２０３１：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｄ ＧＰのシステムエリアの指定アドレスから読み出したデータ
ＲＷｒｎ＋Ｅ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

◆◆◆◆◆ランダムリードコマンド

＜シーケンスプログラム例＞

　・ＧＰ内部メモリのアドレス１００の内容をランダムリードする。

  Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）

―｜｜――――――――――――――――――――――――――――［ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

  Ｍ１１０

―｜｜―――――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ７６９ Ｄ１１９］―

｜ （３：ランダムリード（Ｈ側）と１：点数（Ｌ側）を設定）

             ――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１００ Ｄ１２０］―

｜ （ＧＰの内部メモリのアドレス１００を設定）

―――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ２］―

｜ （上記内容をバッファに格納）

             ――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―

｜

―――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］―

｜   （表示器要求フラグをＯＮ）

             ―――――――――――――――[ ＦＲＯＭ Ｈ０ Ｈ２Ｅ０ Ｄ２２９ Ｋ１]―

（ランダムリードした値をＤ２２９に格納する）
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ４：連続ライト
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～１４：ワード点数（４局占有max１４点、３局占有max

１０点、２局占有max６点）
ＲＷｗｍ＋１ ０～２０３１＊：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｗｍ＋２～ＲＷｗｍ＋Ｆ 書き込みデータ
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

・・・・・連続ライトコマンド

・ リンク用エリアは書込み不可

＜シーケンスプログラム例＞
・GPの内部メモリのアドレス2026から6ワード分に対して連続ライトを行う。
　ライトするデータは1、2、3、4、5、6の場合。

  Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）
―｜｜――――――――――――――――――――――――――――［ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

  Ｍ１１０
―｜｜――――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１０３０ Ｄ１１９］―

｜ （４：連続ライト（Ｈ側）と６：点数（Ｌ側）をセット）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２０２６ Ｄ１２０］―
｜ （ＧＰの内部メモリのアドレスを設定）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１２１］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０２６に１をライトする準備）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２ Ｄ１２２］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０２７に２をライトする準備）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ３ Ｄ１２３］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０２８に３をライトする準備）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ４ Ｄ１２４］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０２９に４をライトする準備）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ５ Ｄ１２５］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０３０に５をライトする準備）
―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ６ Ｄ１２６］―
｜ （ ＧＰの内部メモリのアドレス２０３１に６をライトする準備）
――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―
｜
―――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ８］―
｜ （上記内容をバッファに格納）
――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］―

（表示器要求フラグをＯＮ）
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ５：ランダムライト
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～７：ワード点数（４局占有max７点、３局占有max５

点、２局占有max３点）
ＲＷｗｍ＋１ ０～２０３１＊：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｗｍ＋２ 書き込みデータ
～
ＲＷｗｍ＋Ｄ ０～２０３１＊：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｗｍ＋Ｅ 書き込みデータ
ＲＷｗｍ＋Ｆ 使用不可
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋３ 使用不可

◆ランダムライトコマンド

・ リンク用エリアは書込み不可

＜シーケンスプログラム例＞

・ＧＰの内部メモリのアドレス0、1100、1979に対してデータをランダムライトする例。

　ライトするデータはそれぞれ1、2、3の場合。

  Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）

―｜｜――――――――――――――――――――――――――――［ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

  Ｍ１１０

―｜｜――――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１２８３ Ｄ１１９］―

｜ （５：ランダムライト（Ｈ側）と３：点数（Ｌ側）を設定）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ０ Ｄ１２０］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス０を設定）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１２１］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス０に１をライトする準備）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１１００ Ｄ１２２］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１１００を設定）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２ Ｄ１２３］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１１００に２をライトする準備）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１９７９ Ｄ１２４］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１９７９を設定）

             ―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ３ Ｄ１２５］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１９７９に３をライトする準備）

             ――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ７］―

｜ （上記内容をバッファに設定）

             ――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―

｜

             ――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］―

（表示器要求フラグをＯＮ）
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ６：モニタ登録
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～１４：ワード点数（４局占有max１４点、３局占

有max１０点、２局占有max６点）
ＲＷｗｍ＋１～ＲＷｗｍ＋Ｆ ０～２０３１：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

◆◆◆◆◆モニタ登録コマンド

＜シーケンスプログラム例＞

・ＧＰの内部メモリのアドレス6点（0、100、200、1000、1500、2031）をモニタ登録する例。

  Ｘ６（バッファメモリのパラメータによるデータリンク起動正常完了）

―｜｜――――――――――――――――――――――――――――［ＳＥＴ Ｍ１１０ ]―

  Ｍ１１０

―｜｜―――――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｈ６０６ Ｄ１１９］―

｜ （６：モニタ登録（Ｈ側）と６：点数（Ｌ側）をセット）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ０ Ｄ１２０］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス０を設定）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１００ Ｄ１２１］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１００を設定）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２００ Ｄ１２２］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス２００を設定）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１０００ Ｄ１２３］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１０００を設定）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１５００ Ｄ１２４］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス１５００を設定）

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２０３１ Ｄ１２５］―

｜ （ ＧＰの内部ﾒﾓﾘのアドレス２０３１を設定）

――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ７］―

｜ （上記内容をバッファに設定）

――――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―

｜

―――――――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２ Ｄ１４８］―

｜

――――――――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］―

｜ （表示器要求フラグをＯＮ）

―――――――――――――――[ ＦＲＯＭ Ｈ０ Ｈ２Ｅ０ Ｄ２２９ Ｋ６]―

（モニタされた値をＤ２２９から６ワードの領域に格納する）

   Ｍ９０３６（常時ON）

――｜｜――――――――――――――――［ ＦＲＯＭ Ｈ０ ＨＥ３ Ｄ１０００ Ｋ１］―

（表示器完了フラグをＤ１０００に格納する）

モニタ要求フラグを使用する場合は以下のシーケンス（つまり、実際にモニタを行う場合）

―[＝Ｋ２０４９ Ｄ１０００]―――――――――[   ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４８ Ｋ１]―

（表示器完了フラグがＯＮの場合）           （表示器モニタ要求フラグをＯＮ）
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アドレス 内容
ＲＷｗｍ（Ｈ） ８：常時書き込み登録
ＲＷｗｍ（Ｌ） １～７：ワード点数（４局占有max７点、３局占有max５点、２局

占有max３点）
ＲＷｗｍ＋１～ＲＷｗｍ＋Ｆ ０～２０３１＊：ＧＰのシステムエリアの指定アドレス
ＲＷｒｎ～ＲＷｒｎ＋Ｆ 使用不可

◆◆◆◆◆常時書き込み登録コマンド

・ リンク用エリアは書込み不可

・ ラダープログラムおよび設定の詳細に関しては、三菱電機
(株)製「AJ61BT11/A1SJ61BT11 形 CC-Linkシステムマスタ・
ローカルユニットユーザーズマニュアル(詳細編)」または、
「AJ61QBT11/A1SJ61QBT11形CC-Linkシステムマスタ・ローカ
ルユニットユーザーズマニュアル(詳細編)」をご参照くださ
い。

＜シーケンスプログラム例＞

（GP内部メモリのアドレス0、1100、2031に対して常時書き込み登録を行う場合）

―[ ＝Ｋ０ Ｄ１０００]――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２０５１ Ｄ１１９］―

｜ （８：常時書き込み登録（Ｈ側）と３：点数（Ｌ側）を設定）

――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ０ Ｄ１２０］―

｜ （ＧＰ内部ﾒﾓﾘのアドレス０を設定）

――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１１００ Ｄ１２１］―

｜ （ＧＰ内部ﾒﾓﾘのアドレス１１００を設定）

――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ２０３１ Ｄ１２２］―

｜ （ＧＰ内部ﾒﾓﾘのアドレス２０３１を設定）

――――――――――[ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ４]―

｜ （上記内容をバッファに設定）

―――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ１ Ｄ１４９］―

｜

――――――――――――――［ ＭＯＶ Ｋ４ Ｄ１４８］―

｜

―――――――――――［ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４９ Ｋ１］―

（表示器要求フラグをＯＮ）

   Ｍ９０３６（常時ＯＮ）

――｜｜――――――――――――――――［ ＦＲＯＭ Ｈ０ ＨＥ３ Ｄ１０００ Ｋ１］―

（バッファの内容（表示器完了フラグ）をＤ１０００に格納）

―[ ＝Ｋ２０４９ Ｄ１０００]――――――――［ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１６３ Ｄ１４８ Ｋ１］―

（表示器完了フラグがＯＮの時）            （表示器常時書き込み要求フラグをＯＮ）

  Ｍ９０３６（常時ＯＮ）

―｜｜―――――――――――――――――――［ ＴＯ Ｈ０ Ｈ１Ｅ０ Ｄ１１９ Ｋ１］―

                                    （Ｄ１１９に値を設定すると常時書き込みされる）
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 網掛け部分は2～4局で共通して使用するエリアです。
aはシステムエリア先頭アドレス。（a＞＝２０）
リンクエリアは専用コマンドモードの書き込み関係のコマンドで書き込むことはできません。
・補足説明
＜システムデータエリア＞
ＧＰの画面切り替えデータやエラー情報などを書き込むエリアです。
各アドレスで書き込む内容が決まっています。
内容はメモリリンクタイプになります。

LSｴﾘｱ　　　（ﾜｰ
ﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ）

Bit 信号名称 内容

a～a+2 0～F ＲＸｍ０～ＲＸｍＦ～ＲＸ
(m+2)0～ＲＸ(m+2)F

ユーザ領域（ＲＸ）３ワード
占有(２局占有時)

a+3 0 ＲＸ(ｍ＋ｎ)０ 表示器完了フラグ
1 ＲＸ(ｍ＋ｎ)１ リザーブ
2 ＲＸ(ｍ＋ｎ)２ リザーブ
3 ＲＸ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＸ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＸ(ｍ＋ｎ)５ タッチＯＮ完了フラグ
6 ＲＸ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＸ(ｍ＋ｎ)７ タグコード読出要求フラグ
8 ＲＸ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ

9
ＲＸ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定完了フ

ラグ
10 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ａ エラー状態フラグ
11 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｂ リモートＲＥＡＤＹ
12 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+4～a+7 空き
a+8 リザーブ
a+9 リザーブ
a+10～a+12 0～F ＲＹｍ０～ＲＹｍＦ～ＲＹ

(m+2)0～ＲＹ(m+2)F
ユーザ領域（ＲＹ）３ワード
占有(２局占有時)

a+13 0 ＲＹ(ｍ＋ｎ)０ 表示器要求フラグ
1 ＲＹ(ｍ＋ｎ)１ 表示器モニタ要求フラグ

2
ＲＹ(ｍ＋ｎ)２ 表示器常時書き込み要求フラ

グ
3 ＲＹ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＹ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＹ(ｍ＋ｎ)５ リザーブ
6 ＲＹ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＹ(ｍ＋ｎ)７ リザーブ
8 ＲＹ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ

9
ＲＹ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定要求フ

ラグ
10 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ａ エラーリセット要求フラグ
11 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｂ リザーブ
12 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+14～a+17 空き
a+18 リザーブ
a+19 リザーブ
a+20～a+27 ＲＷｒ 通常モニタ時のＲＷｒ（Ｒ→

Ｍ）
a+28～a+35 空き
a+36～a+43 ＲＷｗ 通常モニタ時のＲＷｗ（Ｍ→

Ｒ）
a+44～a+51 空き

システムデータ
エリア
リンクエリア(a
～a+7)
リンクエリア
(a+8～a+51)
ユーザエリア
(a+52～2031)

0

19
a

a+7
a+8

a+51
a+52

2031

■2局占有

10.2.5 占有局　
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   網掛け部分は、２～4局で共通して使用するエリアです。
aはシステムエリア先頭アドレス。（a＞＝２０）
リンクエリアは専用ｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞの書き込み関係のコマンドで書き込むことはできません。

・補足説明
＜システムデータエリア＞
ＧＰの画面切り替えデータやエラー情報などを書き込むエリアです。
各アドレスで書き込む内容が決まっています。
内容はメモリリンクタイプになります。

123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901

LSｴﾘｱ　　　(ﾜｰ
ﾄﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ)

Bit 信号名称 内容

a～a+4 0～F ＲＸｍ０～ＲＸｍＦ～ＲＸ
(m+4)0～ＲＸ(m+4)F

ユーザ領域（ＲＸ）５ワード
占有(３局占有時)

a+5 0 ＲＸ(ｍ＋ｎ)０ 表示器完了フラグ
1 ＲＸ(ｍ＋ｎ)１ リザーブ
2 ＲＸ(ｍ＋ｎ)２ リザーブ
3 ＲＸ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＸ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＸ(ｍ＋ｎ)５ タッチＯＮ完了フラグ
6 ＲＸ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＸ(ｍ＋ｎ)７ タグコード読出要求フラグ
8 ＲＸ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ
9 ＲＸ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定完了フ

ラグ
10 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ａ エラー状態フラグ
11 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｂ リモートＲＥＡＤＹ
12 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+6～a+7 空き
a+8 リザーブ
a+9 リザーブ
a+10～a+14 0～F ＲＹｍ０～ＲＹｍＦ～ＲＹ

(m+4)0～ＲＹ(m+4)F
ユーザ領域（ＲＹ）５ワード
占有(３局占有時)

a+15 0 ＲＹ(ｍ＋ｎ)０ 表示器要求フラグ
1 ＲＹ(ｍ＋ｎ)１ 表示器モニタ要求フラグ
2 ＲＹ(ｍ＋ｎ)２ 表示器常時書き込み要求フラ

グ
3 ＲＹ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＹ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＹ(ｍ＋ｎ)５ リザーブ
6 ＲＹ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＹ(ｍ＋ｎ)７ リザーブ
8 ＲＹ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ
9 ＲＹ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定要求フ

ラグ
10 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ａ エラーリセット要求フラグ
11 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｂ リザーブ
12 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+16～a+17 空き
a+18 リザーブ
a+19 リザーブ
a+20～a+31 ＲＷｒ 通常モニタ時のＲＷｒ（Ｒ→

Ｍ）
a+32～a+35 空き
a+36～a+47 ＲＷｗ 通常モニタ時のＲＷｗ（Ｍ→

Ｒ）
a+48～a+51 空き

システムデータ
エリア
リンクエリア(a
～a+7)
リンクエリア
(a+8～a+51)
ユーザエリア
(a+52～2031)

0

19
a
a+7
a+8
a+51
a+52

2031

■3局占有



10-2-25

10.2 CC-Linkリモートデバイス局

 網掛け部分は、２～4局で共通して使用するエリアです。
aはシステムエリア先頭アドレス。（a＞＝２０）
リンクエリアは専用ｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞの書き込み関係のコマンドで書き込むことはできません。

・補足説明
＜システムデータエリア＞
ＧＰの画面切り替えデータやエラー情報などを書き込むエリアです。
各アドレスで書き込む内容が決まっています。
内部はメモリリンクタイプになります。

LSｴﾘｱ　　　（ﾜｰ
ﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ）

Bit 信号名称 内容

a～a+6 0～F ＲＸｍ０～ＲＸｍＦ～ＲＸ
(m+6)0～ＲＸ(m+6)F

ユーザ領域（ＲＸ）７ワード
占有(４局占有時)

a+7 0 ＲＸ(ｍ＋ｎ)０ 表示器完了フラグ
1 ＲＸ(ｍ＋ｎ)１ リザーブ
2 ＲＸ(ｍ＋ｎ)２ リザーブ
3 ＲＸ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＸ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＸ(ｍ＋ｎ)５ タッチＯＮ完了フラグ
6 ＲＸ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＸ(ｍ＋ｎ)７ タグコード読出要求フラグ
8 ＲＸ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ
9 ＲＸ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定完了フ

ラグ
10 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ａ エラー状態フラグ
11 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｂ リモートＲＥＡＤＹ
12 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＸ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+8 リザーブ
a+9 リザーブ
a+10～a+16 0～F ＲＹｍ０～ＲＹｍＦ～ＲＹ

(m+6)0～ＲＹ(m+6)F
ユーザ領域（ＲＹ）７ワード
占有(４局占有時)

a+17 0 ＲＹ(ｍ＋ｎ)０ 表示器要求フラグ
1 ＲＹ(ｍ＋ｎ)１ 表示器モニタ要求フラグ
2 ＲＹ(ｍ＋ｎ)２ 表示器常時書き込み要求フラ

グ
3 ＲＹ(ｍ＋ｎ)３ リザーブ
4 ＲＹ(ｍ＋ｎ)４ リザーブ
5 ＲＹ(ｍ＋ｎ)５ リザーブ
6 ＲＹ(ｍ＋ｎ)６ リザーブ
7 ＲＹ(ｍ＋ｎ)７ リザーブ
8 ＲＹ(ｍ＋ｎ)８ リザーブ
9 ＲＹ(ｍ＋ｎ)９ イニシャルデータ設定要求フ

ラグ
10 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ａ エラーリセット要求フラグ
11 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｂ リザーブ
12 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｃ リザーブ
13 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｄ リザーブ
14 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｅ リザーブ
15 ＲＹ(ｍ＋ｎ)Ｆ リザーブ

a+18 リザーブ
a+19 リザーブ
a+20～a+35 ＲＷｒ 通常モニタ時のＲＷｒ（Ｒ→

Ｍ）
a+36～a+51 ＲＷｗ 通常モニタ時のＲＷｗ（Ｍ→

Ｒ）

システムデータ
エリア
リンクエリア(a
～a+7)
リンクエリア
(a+8～a+51)
ユーザエリア
(a+52～2031)

0

19
a
a+7
a+8
a+51
a+52

2031

■4局占有
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・ 専用コマンドモニタ時、コマンドにエラーがあった場合、

GPは自動的にRWrに上記のエラーコードをセットし、エラー

状態フラグ(RX(m+n)A)をONにして表示器完了フラグ(RX(m+n)

0)を ONします。

GP画面上のエラー表示(左下) 状態
上位通信エラー(02:14) 正常通信中にPLCの電源を抜いた
上位通信エラー(02:14) PLCとGP間のケーブルが正しく繋がっていない
上位通信エラー(02:14) GPがパラメータに未設定
上位通信エラー(02:14) ボーレート不一致
上位通信エラー(02:14) 局番が重複している
上位通信エラー(02:15) GPの背面ユニットが完全に外れている
上位通信エラー(02:15) GPの背面ユニットが正しく装着されていない
上位通信エラー(02:1A)点滅表示 ターミネータ(終端抵抗)が接続されていない

下記にエラーコードの一覧を示します。エラーコードは「上位通信エラー,(02:**)」で画面に

表示されます。(**はエラーコードを意味します。)

エラーコード(**) 内容
01 指定デバイス点数が範囲外のエラー
02 指定アドレスが範囲外のエラー
03 未定義コマンドエラー
04 不正なイニシャルコマンドが指定された（イニシャルコマン

ドは要求フラグを指定せず、イニシャルデータ設定要求フラ
グを使用してください）

05 イニシャルコマンドで未定義のモードが指定された
06 モニター登録されていません
07 常時書き込み登録されていません
08 書き込み禁止システムエリアに書き込もうとした
09 オフラインへ移行した

14 ハードウェア無応答
15 ハードウェア異常
16 局番スイッチ設定エラー
17 ボーレートスイッチ設定エラー
18 局番設定スイッチ変化エラー
19 ボーレートスイッチ変化エラー
1A ＣＲＣエラー
1B タイムオーバエラー
1C ０チャンネルキャリア検出エラー
1D １チャンネルキャリア検出エラー
1E 交信伝送路エラー
1F Ｙデータ、またはＲＷｗデータ数エラー
20 Ｙデータ数エラー
21 ＲＷｗデータ数エラー

10.2.6 エラーコード　

■トラブルシューティング

下記に｢上位通信エラー,(02：**)｣発生例を表示します。

■エラーコード一覧
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